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【 は じ め に 】 母 豚 1 2 0 頭 規 模 の 一 貫 経 営 養 豚 場 に お い

て 、 子 豚 の 疾 病 、 発 育 不 良 、 淘 汰 及 び 死 亡 事 故 が 増 加

し 、 生 産 性 が 著 し く 低 下 。 今 回 、 バ イ オ セ キ ュ リ テ ィ1 0  

の 観 点 か ら 包 括 的 な 改 善 を 進 め た 事 例 に つ い て 報 告 。  

【 材 料 及 び 方 法 】 現 状 の ① 飼 養 管 理 、 ② 消 毒 、 投 薬 、

ワ ク チ ン 、 治 療 等 の 衛 生 対 策 、 ③ 当 所 で 過 去 に 行 っ た

サ ー ベ イ ラ ン ス 等 検 査 、 病 性 鑑 定 、 ④ 民 間 機 関 に よ る

検 査 結 果 を 踏 ま え 、 改 め て 病 性 鑑 定 を 実 施 し 、 影 響 を1 5  

及 ぼ し て い る 疾 病 を 検 索 。 農 場 、 動 物 医 薬 品 販 売 業 者

及 び 管 理 獣 医 師 、動 物 医 薬 品 等 製 造 メ ー カ ー と 協 議 し 、

方 針 を 決 定 。 ま た 、 外 部 接 点 で あ る 食 肉 処 理 施 設 へ も

協 力 を 求 め 、 当 所 は 以 降 、 定 期 的 に 立 入 、 病 性 鑑 定 を

実 施 し 、 改 善 状 況 の 確 認 と 必 要 な 追 加 対 応 を 進 め た 。  2 0  

【 結 果 】 影 響 を 及 ぼ す 疾 病 は 呼 吸 器 疾 患 、 下 痢 、 関 節

炎 、 心 膜 炎 及 び 肝 包 膜 炎 に 大 別 さ れ 、 そ れ ら 疾 病 は 離

乳 直 後 ～ 肥 育 前 期 の 生 後 1～ 2 か 月 齢 の 間 に 集 中 し て

発 症 す る 傾 向 。 疾 病 毎 の 原 因 と 発 症 の 起 点 、 こ れ ら 疾

病 の コ ン ト ロ ー ル 方 法 に つ い て 農 場 の 理 解 が 進 ん だ 。2 5  

【 考 察 】 飼 養 環 境 が 快 適 化 、 農 場 の 衛 生 管 理 技 術 も レ

ベ ル ア ッ プ し 、 子 豚 の 疾 病 の 減 少 、 発 育 不 良 の 改 善 、

淘 汰 及 び 死 亡 事 故 は ピ ー ク 時 の 半 分 以 下 に 減 少 。 生 産

～ 出 荷 ま で 一 貫 し た バ イ オ セ キ ュ リ テ ィ が 確 立 さ れ 、

豚 流 行 性 下 痢 、 他 伝 染 性 疾 病 の 侵 入 防 止 に 繋 が っ た 。  3 0  



 


